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2年かけ給食センター移転改築
徹底検証 町民の要望をどう活かす

「交通事故対策は最重要課題だ」など7人が一般質問

特集 幸田100歳 その時議会は その1

わが町を思う「幸田町の良さを知ろう」「未来の私・未来の幸田」

「「ははーーいい」」元元気気なな新新１１年年生生（（坂坂崎崎小小学学校校））



3月 定例会
３月４日招集され、３月２８日まで開催されました。
議案は、単行議案１４件、補正予算７件および当初予算１０件でした。
集中審議をおこない、すべて可決しました。
一般質問は、７議員が町政全般を問いただしました。

中中
学学
三三
年年
生生
まま
でで

医医
療療
費費
がが
無無
料料

予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予
算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算
のののののののののののののののののののの

概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概
要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要

予
算
の
規
模
は
、
一
般
会
計

と
特
別
会
計
な
ど
を
合
わ
せ
て
、

２
０
９
億
４
９
２
６
万
円
で
、

前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
て
１.９

％
減
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
は
、
総
額
１
３
３

億
５
８
０
０
万
円
で
前
年
度
に

比
べ
７.８
％
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
の
総
額
は
、
６４
億

１
８
２
９
万
円
で
前
年
度
に
比

べ
１７
・
４
％
減
少
し
、
企
業
会

計
は
、
１.８
％
減
少
と
な
り
ま
し

た
。な

お
、
今
年
度
か
ら
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
が
創
設
さ

れ
、
当
初
予
算
額
は
２
億
４
７

２
３
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入

町町
民民
税税
はは
、、
納納
税税
義義
務務
者者
のの

増増
加加
、、
自自
動動
車車
関関
連連
企企
業業
等等
のの

好好
調調
維維
持持
でで
、、
９９００
億億
８８
１１
００
万万

円円
（（
前前
年年
度度
比比
１１..６６
％％
増増
））
がが
計計

上上
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。
まま
たた
、、
給給
食食

セセ
ンン
タタ
ーー
移移
転転
改改
築築
なな
どど
でで
、、

８８
億億
９９
００
００
００
万万
円円
のの
借借
りり
入入

れれ
とと
なな
りり
まま
しし
たた
。。

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出

普普
通通
建建
設設
事事
業業
とと
しし
てて
、、
給給

食食
セセ
ンン
タタ
ーー
移移
転転
改改
築築
、、
幸幸
田田

小小
学学
校校
校校
舎舎
増増
築築
工工
事事
、、
道道
のの

駅駅
建建
設設
工工
事事
、、
道道
路路
新新
設設
改改
良良

事事
業業
（（
野野
場場
横横
落落
線線
ほほ
かか
））
子子

育育
てて
支支
援援
事事
業業
とと
しし
てて
、、
中中
学学

校校
３３
年年
生生
まま
でで
のの
医医
療療
費費
無無
料料

化化
にに
とと
もも
なな
うう
費費
用用
なな
どど
がが
計計

上上
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。

44月月かか
らら

ススタターー
トト

子どもたちが健やかに育つまちに

子育て
支援
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●
給
食
セ
ン
タ
ー
の

移
転
改
築

１１
億
円

（
平
成
２０
・
２１
年
度
で

計
１４
億
円
）

旧
菱
池
保
育
園
跡
地
に
建
設

５
０
０
０
食
／
日調

理
能
力

来
年
９
月
開
設
予
定

●
幸
田
小
学
校
増
築

２
億
１
０
０
０
万
円

２
棟
３
階
建
・
６
教
室

教
室
不
足
を
解
消

●
道
の
駅
建
設

１
億
４
３
３
１
万
円

国
道
２３
号
岡
崎
バ
イ
パ
ス
桐

山
地
内

地
域
振
興
施
設
（
レ
ス
ト
ラ

ン
・
産
直
コ
ー
ナ
ー
な
ど
）新新ししいい事事業業ををピピッッククアアッッププ

事業名 予算額
消防水槽付ポンプ車の更新費 ４，３４８万円
AED２１台設置※
（体育館等１１台、保育園等１０台）

９７０万円

不審者対策緊急メール配信 ３８万円
第２授産所用地購入費 ２，８００万円
（仮）子ども権利条例策定費 ３３４万円
放課後子ども教室運営費 １，３５１万円
日本語指導教員の配置経費 １７４万円
高校生などへの奨学金支給 １２０万円
施設園芸農家への原油高騰対策支援 ５０万円
男女共同参画プラン策定費 ５００万円
新駅にかかる一部負担金 １，０００万円

※AEDとは
心肺停止患者に電気ショックを与える救命処置機器
一般の人でも使えるようになった。

各会計の当初予算額と採決状況 （▲減）
採決の状況

反対２・賛成１３で可決

全員賛成で可決

反対２・賛成１３で可決

反対２・賛成１３で可決

反対２・賛成１３で可決

反対２・賛成１３で可決

全員賛成で可決

反対２・賛成１３で可決

反対２・賛成１３で可決

反対２・賛成１３で可決

前年度比（％）

７．８

８．８

▲１．１

▲８６．４

皆 増

３．２

８．７

１．４

１．４

０．２

▲４．３

▲１．９

予算額

１３３億５，８００万円

４億９，０１１万円

２６億１，５００万円

２億６，６５０万円

２億４，７２３万円

１１億４，７５８万円

２億７，３８１万円

３億７，２５８万円

１０億 ５４９万円

６億８，８９４万円

４億８，４０２万円

２０９億４，９２６万円

会計区分

一 般 会 計

土 地 取 得

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

幸田駅前土地区画整理事業

農 業 集 落 排 水 事 業

下 水 道 事 業

収 益 的 支 出

資 本 的 支 出

合 計

特別会計

水道事業

会 計

道の駅イメージ図

学校給食センターのイメージ図
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放放
課課
後後
子子
どど
もも
教教
室室

はは
じじ
まま
るる

Q
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
規

模
は
。

A
荻
谷
小
学
校
で
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
実
施
。
定
員
は
３０

人
だ
が
、
最
大
４０
人
ま
で
を

想
定
し
て
い
る
。
対
象
は
１

年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
。

Q
指
導
員
の
体
制
は
。

A
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
校

長
の
Ｏ
Ｂ
）
と
指
導
員
４
人

で
運
営
す
る
。

Q
手
数
料
を
３
５
０
０
円
と

し
た
理
由
は
。

A
児
童
ク
ラ
ブ
の
手
数
料
と

同
じ
に
し
た
。

Q
不
審
者
対
策
の
一
つ
で
あ

る
緊
急
メ
ー
ル
配
信
は
、
ど

う
い
う
も
の
か
。

A
６
月
か
ら
配
信
を
実
施
す

る
。
学
校
↓
登
録
さ
れ
た
保

護
者
へ
と
連
絡
す
る
。

Q
中
学
校
の
海
外
派
遣
は
必

要
か
。

A
現
状
で
い
く
。
視
野
を
広

げ
裾
野
を
広
く
で
き
る
取
り

組
み
を
考
え
て
い
る
。

消消
防防
のの
広広
域域
化化

Q
県
に
対
し
て
「
消
防
広
域

化
に
異
存
な
し
」
と
回
答
し

た
の
か
。

A
大
規
模
災
害
に
対
応
す
る

に
は
、
１
自
治
体
で
は
極
め

て
難
し
い
。

最
終
調
整
で
、
幸
田
町
は

岡
崎
市
と
の
枠
組
み
に
な
っ

た
。

Q
広
域
化
は
、
初
動
体
制
の

遅
れ
が
懸
念
さ
れ
る
。

A
通
信
指
令
で
適
切
に
対
応

す
る
の
で
問
題
は
な
い
。

Q
女
性
消
防
ク
ラ
ブ
の
活
動

が
見
え
な
い
が
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

A
消
防
団
と
連
携
し
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
研
修
、
炊
き
出
し
訓
練
、

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
訪

問
な
ど
実
施
し
て
い
る
。

Q
も
っ
と
活
用
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

A
自
主
防
災
会
と
の
連
携
を

検
討
す
る
。

第第
22
授授
産産
所所
用用
地地
購購
入入

Q
第
２
授
産
所
の
場
所
、
定

員
は
。

A
現
在
の
授
産
所
の
と
な
り

に
２０
人
〜
３０
人
規
模
の
拡
張

を
予
定
し
て
い
る
。

Q
３
人
目
か
ら
の
保
育
料
の

無
料
化
を
。

A
恒
常
的
な
支
出
と
な
る
。

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

Q
食
育
・
地
産
地
消
の
進
め

方
は
。

A
生
産
品
目
が
少
な
い
の
で

む
ず
か
し
い
が
、
食
育
基
本

計
画
に
盛
り
込
ん
で
い
く
。

Q
４０
歳
か
ら
７４
歳
ま
で
を
対

象
に
し
た
特
定
健
診
は
、
ど

の
よ
う
に
実
施
す
る
の
か
。

A
住
民
健
診
の
な
か
で
実
施

す
る
が
、
来
年
度
以
降
は
保

険
者
責
任
に
な
っ
て
い
く
。

新年度予算審議から
平成２０年度予算案は、予算特別委員会に付託され、
２日間にわたり慎重審議の結果可決しました。

荻谷小学校ではじまった放課後子ども教室

4● 平成20年5月1日



討
論
討
論

後後
期期
高高
齢齢
者者

医医
療療
制制
度度ははじじ

まま
るる

Q
対
象
人
数
は
。

A
２
８
０
０
人
で
、
内
８
割

が
年
金
受
給
者
で
あ
る
。

Q
新
規
制
度
で
あ
る
。
取
り

組
み
内
容
は
。

A
冊
子
配
布
に
よ
り
理
解
を

い
た
だ
く
。

Q
冊
子
だ
け
で
は
住
民
に
分

か
る
か
。

A
親
切
な
対
応
を
し
た
い
。

Q
未
納
１
年
で
資
格
証
発
行

と
す
る
の
か
。

A
な
る
べ
く
発
行
し
な
い
よ

う
に
し
た
い
。
支
払
困
難
者

に
は
、
軽
減
措
置
も
あ
る
。

事
業
主
体
が
県
広
域
連
合
で

あ
る
こ
と
を
理
解
願
い
た
い
。

反反

対対
伊
藤
宗
次
議
員

予
算
の
大
要
と
施
政
方
針

は
「
躍
進
・
幸
田
」
に
示
さ

れ
、
街
づ
く
り
の
礎
は
、
開

発
優
先
な
り
を
正
当
化
す
る

も
の
。

相
見
区
画
整
理
組
合
に
毎

年
２
億
円
補
助
は
、
組
合
幹

部
の
自
己
決
定
を
あ
い
ま
い

に
す
る
。

Ｊ
Ｒ
新
駅
４０
憶
円
は
住
民

合
意
も
な
く
、
突
っ
走
り
だ
。

子
育
て
支
援
で
、
３
人
目

か
ら
保
育
料
無
料
に
。
妊
婦

健
診
を
１４
回
に
拡
大
を
。

税
制
に
矛
盾
を
持
つ
都
市

計
画
税
の
廃
止
。

大
企
業
に
適
正
課
税
適
用

で
、
年
３
億
円
以
上
の
財
源

確
保
を
。

開
発
優
先
か
ら
、
住
民
の

暮
ら
し
第
一
に
軸
足
を
置
く

町
政
に
転
換
を
。

賛賛

成成
内
田

等
議
員

歳
入
で
は
地
方
財
政
を
取

り
巻
く
環
境
は
不
透
明
で
厳

し
い
状
況
で
あ
る
が
、
新
住

民
の
定
着
や
、
企
業
の
業
績

好
調
の
持
続
を
見
込
ま
れ
た

積
極
的
な
予
算
を
評
価
す
る
。

歳
出
で
は
幸
田
駅
前
再
開

発
・
新
駅
の
誘
致
、
道
の
駅

に
地
域
振
興
施
設
の
建
設
、

子
ど
も
医
療
費
中
学
校
卒
業

ま
で
無
料
化
、
幸
田
小
学
校

校
舎
増
築
、
給
食
セ
ン
タ
ー

移
転
改
築
、
環
境
、
安
全
、

健
康
福
祉
、
産
業
、
文
化
等

バ
ラ
ン
ス
良
く
お
り
こ
ま
れ
、

住
ん
で
良
か
っ
た
町
、
住
み

た
く
な
る
町
へ
の
思
い
が
叶

う
予
算
で
あ
る
こ
と
を
確
信

し
賛
成
の
立
場
を
明
確
に
す

る
。

75歳
以上

桜の下でお花見会

平成20年5月1日 ●5
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地
域
安
全

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が

設
置
さ
れ
る

警
察
Ｏ
Ｂ
が
常
駐
し
安
全
で

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
。Q

業
務
時
間
、
運
営
体
制
は
。

A
開
業
は
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
と
し
、
青
色
回

転
灯
の
白
黒
の
車
で
全
町
内

パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
。
国
民
の

祝
日
、
土
曜
日
、
日
曜
日
な

ど
は
休
業
す
る
。

Q
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

と
の
関
わ
り
は
。

A
団
体
の
相
談
を
受
け
る
。

交
通
安
全
、
防
犯
週
間
に
は

一
緒
に
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

葬
祭
費
が

5
万
円
に

国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正

で
、
葬
祭
費
の
支
給
を
１０
万
円

か
ら
５
万
円
に
引
き
下
げ
る
。

Q
引
き
下
げ
の
理
由
は
。

A
平
成
１８
年
健
康
保
険
法
の

改
正
で
、
５
万
円
に
な
り
多

く
の
市
町
村
は
改
正
し
て
い

る
。
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

も
５
万
円
で
あ
り
同
じ
と
し

た
。（反

対
２
賛
成
１３
で
可
決
）

奨
学
金

月
額
5
0
0
0
円

高
校
在
学
中
で
経
済
的
に
就

学
が
困
難
な
者
に
、
月
額
５
０

０
０
円
を
支
給
す
る
。

Q
支
給
回
数
は
何
回
か
。

A
４
月
分
か
ら
９
月
分
を
８

月
に
、
１０
月
分
か
ら
３
月
分

を
１０
月
に
、
年
２
回
振
り
込

む
。

Q
審
査
委
員
の
人
選
は
ど
う

す
る
の
か
。

A
小
中
学
校
長
、
民
生
委
員
、

高
等
学
校
長
で
６
人
を
予
定

し
て
い
る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

後
期
高
齢
者

医
療
に
関
す
る

条
例
制
定

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料

は
町
が
徴
収
す
る
。

Q
普
通
徴
収
の
保
険
料
の
納

付
期
限
を
７
月
か
ら
２
月
の

８
期
ま
で
と
し
た
理
由
は
。

A
前
年
度
の
所
得
が
６
月
に

確
定
す
る
た
め
。

Q
６５
歳
以
上
、
７４
歳
未
満
の

障
害
者
は
選
択
制
で
あ
る
が
、

本
人
へ
の
説
明
は
。

A
個
別
に
案
内
を
し
、
了
解

を
得
て
、
全
員
が
申
請
書
を

提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

（
反
対
２
賛
成
１３
で
可
決
）

待
望
の

深
溝
運
動
公
園
が

で
き
る

わ
ん
ぱ
く
広
場
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
場
２
面
、
散
策
道
（
つ

ば
き
の
小
道
）
な
ど
、
新
設
さ

れ
た
。

Q
運
動
場
の
使
用
料
は
。

A
一
面
に
つ
き
１
０
０
０
円
。

Q
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
の
利
用

開
始
は
。

A
平
成
２０
年
９
月
１
日
か
ら

で
、
予
約
は
平
成
２０
年
８
月

１
日
か
ら
で
き
る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

条条条例例例改改改正正正

3月議会では、地域安全ステー
ションの設置条例を含む14議案
を審議し、可決しました。
主なものをお知らせします。

待ちに待った深溝運動公園

交通事故に気をつけて

つばきの小道に植樹

6● 平成20年5月1日



会
計
年
度
も
終
り
に
近
づ
き
、
予
算
の
追
加
や
減
額
な
ど

一
般
会
計
、
特
別
会
計
合
わ
せ
て
７
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し

た
。一

般
会
計
の
歳
入
は
、
町
税
１
億
円
、
公
共
駐
車
場
使
用

料
２
７
０
万
円
、
諸
収
入
１
０
３
５
万
円
、
中
央
・
深
溝
小

学
校
、
幸
田
中
学
校
校
舎
地
震
補
強
事
業
の
借
り
入
れ
３
６

０
０
万
円
の
増
額
の
ほ
か
、
国
・
県
支
出
金
の
増
減
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。

歳
出
で
は
、
河
川
改
修
費
９０
万
円
、
防
災
施
設
費
８１
万
円
、

都
市
施
設
整
備
基
金
積
立
金
３
億
円
、
財
政
調
整
基
金
積
立

金
５
４
９
万
円
の
増
額
。
児
童
福
祉
費
６
７
０
０
万
円
は
じ

め
各
事
業
の
減
額
な
ど
最
終
見
込
み
に
よ
る
調
整
が
お
こ
な

わ
れ
、
特
別
会
計
へ
の
繰
り
入
れ
・
繰
り
出
し
が
主
な
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保
険
会
計
の
保
険
給
付
費
１

億
８
５
０
万
円
な
ど
の
増
額
。
下
水
道
事
業
会
計
の
下
水
道

事
業
費
３
８
７
０
万
円
の
減
額
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

各
会
計
と
も
予
算
の
調
整
が
主
な
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

審審議議さされれたた他他のの議議案案
●幸田町職員の公益法人等への派遣に関す
る条例の一部改正について

（全員賛成で可決）

●幸田町職員の勤務時間、休暇等に関する
条例の一部改正について

（全員賛成で可決）

●幸田町職員の育児休暇等に関する条例及
び幸田町職員の給与に関する条例の一部
改正について

（全員賛成で可決）

●幸田町職員の自己啓発等休業に関する条
例の制定について

（全員賛成で可決）

●幸田町企業職員の給与の種類及び基準に
関する条例の一部改正について

（全員賛成で可決）

●幸田町介護保険条例の一部改正する条例
の一部改正について

（反対2賛成13で可決）

●幸田町手数料徴収条例の一部改正につい
て

（全員賛成で可決）

●幸田町地区計画の区域内における建築物
制限条例の一部改正について

（全員賛成で可決）

●町道路線の認定及び廃止について
（全員賛成で可決）

補正後の額

１２９億７，３０５万円

４億８，８３０万円

２７億５，７２６万円

１９億９，４３０万円

１１億５，４１１万円

２億５，８２１万円

９億５，２６４万円

補 正 額

３，９３０万円

▲８８８万円

８，８８４万円

３５０万円

７２２万円

４２０万円

▲３，８７０万円

会 計 名

一 般 会 計

土 地 取 得 特 別 会 計

国民健康保険特別会計

老 人 保 健 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

幸田駅前土地区画整理事業特別会計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

特

別

会

計

都市施設整備基金に
3億円積み立て

平成19年度 最終補正予算

各会計別３月補正予算額 （▲減）

着々と建設が進む須美工業団地

平成20年5月1日 ●7



酒向弘康 議員

問

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

に
交
通
安
全
施
策
は
、
緊
急
か

つ
重
要
課
題
。
以
下
を
問
う
。

�
昨
年
の
町
内
の
交
通
事
故

死
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
が
、
事
故

件
数
は
増
加
傾
向
で
あ
る
。

事
故
低
減
施
策
は
。

�
岡
崎
警
察
署
が
、
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
し
た
事
故
多
発
交
差

点
の
深
溝
天
王
前
・
三
ヶ
根

駅
前
な
ど
の
対
策
は
。

�
高
齢
者
へ
の
啓
発
運
動
と

通
学
路
、
歩
道
の
見
直
し
は
。

�
「
交
通
ヒ
ヤ
リ
地
図
」
の

作
成
と
町
内
に
「
事
故
件
数

表
示
板
」
の
設
置
の
考
え
は
。

�
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
「
マ

ナ
ー
意
識
」
の
向
上
策
は
。

総
務
部
長

�
住
民
と
一
体

と
な
っ
て
、
未
然
防
止
活
動

や
交
通
安
全
教
室
を
計
画
し

「
事
故
死
ゼ
ロ
」
を
め
ざ
す
。

建
設
部
長

�
事
故
多
発
交

差
点
は
、
優
先
的
に
早
期
事

業
化
に
向
け
働
き
か
け
る
。

総
務
部
長

�
老
人
ク
ラ
ブ
、

シ
ル
バ
ー
会
員
の
方
々
を
対

象
に
実
技
指
導
、
講
習
会
を

年
４
回
実
施
し
て
い
る
。

教
育
部
長

学
校
で
常
に
通
学

路
の
点
検
は
お
こ
な
い
、
随

時
見
直
し
て
い
く
。

総
務
部
長

�
各
年
齢
層
別

で
作
成
し
て
い
く
。
表
示
板

は
、
駅
前
交
番
で
設
置
が
可

能
か
検
討
す
る
。

�
交
通
安
全
週
間
を
中
心
に
、

青
色
パ
ト
カ
ー
を
活
用
し
、

見
え
る
交
通
安
全
対
策
に
努

め
る
。

交
通
事
故
対
策
は
最
重
要
課
題
だ

引
き
続
き
事
故
死
ゼ
ロ
を
め
ざ
す

問質般一

改修が望まれる三ヶ根駅前交差点

8● 平成20年5月1日



問

国
保
税
は
、
残
酷
な
税＝

酷
保
税
と
も
言
わ
れ
る
。

低
所
得
者
や
年
金
暮
ら
し
の

人
か
ら
も
取
り
立
て
る
。

生
き
て
い
る
だ
け
で
課
税
す

る
、
個
人
均
等
割
。
世
帯
平
等

割
は
、
大
幅
に
引
き
下
げ
を
。

所
有
し
て
い
る
だ
け
で
課
税

す
る
資
産
割
は
軽
減
を
。

滞
納
２
億
円
を
さ
ら
に
積
み

上
げ
ぬ
た
め
に
、
軽
減
制
度
の

拡
充
と
Ｐ
Ｒ
を
。

蒲
郡
市
は
、
２
０
０
０
人
余

の
軽
減
で
７
７
０
万
円
の
国
保

税
軽
減
だ
。

幸
田
町
は
、
わ
ず
か
に
８
人

で
１０
万
円
の
軽
減
に
す
ぎ
な
い
。

軽
減
制
度
の
拡
充
と
軽
減
制

度
の
Ｐ
Ｒ
を
す
べ
き
だ
。

健
康
福
祉
部
長

国
保
は
、
国

民
全
員
が
加
入
し
、
与
え
ら
れ

た
条
件
の
中
で
住
民
の
命
と
健

康
を
守
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

平
成
１９
年
度
の
国
保
会
計
は
、

約
５
０
０
０
万
円
の
赤
字
で
あ

る
。
平
成
２１
年
度
に
は
、
国
保

税
の
引
き
上
げ
を
考
え
て
い
く

状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
資
産

割
の
軽
減
、
国
保
税
の
引
き
下

げ
は
考
え
て
い
な
い
。

滞
納
は
、
個
別
に
家
庭
訪
問

や
納
付
計
画
な
ど
で
、
地
道
に

減
ら
し
て
い
き
た
い
。

減
免
制
度
は
、
申
請
主
義
の

た
め
、
周
知
を
図
り
利
用
者
を

増
し
て
い
く
。
ま
た
、
平
成
２１

年
度
以
降
で
、
減
免
制
度
の
拡

充
は
考
え
て
い
き
た
い
。

地
デ
ジ
視
聴
は

無
料
が

大
前
提
だ

問

テ
レ
ビ
電
波
に
障
害
を
発

生
さ
せ
た
新
幹
線
と
中
電
鉄
塔
。

障
害
対
策
で
、
共
聴
施
設
と

組
合
を
つ
く
っ
た
が
、
三
河
湾

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
が
権
利
取
得

し
、
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。

地
デ
ジ
放
送
が
流
れ
て
い
な

が
ら
、
共
聴
地
域
は
有
料
（
月

７
３
５
円
）
で
し
か
視
聴
さ
せ

な
い
こ
と
は
、
総
務
省
見
解
に

反
す
る
。
無
料
視
聴
が
大
前
提

だ
。新

幹
線
共
聴
５
組
合
と
三
河

湾
ネ
ッ
ト
が
協
定
を
結
び
、
町

長
が
立
合
人
と
し
て
、
署
名
捺

印
し
た
協
定
書
は
、「
地
上
ア

ナ
ロ
グ
放
送
終
了
ま
で
に
、
地

デ
ジ
放
送
を
無
料
で
保
証
す

る
」
と
し
て
い
る
。

無
料
は
非
常
に

む
ず
か
し
い

総
務
部
長

平
成
２３
年
７
月
の

デ
ジ
タ
ル
放
送
以
降
も
、
新
幹

線
共
聴
は
協
定
に
よ
り
無
料
で

あ
る
。

中
電
共
聴
は
、
中
電
の
補
償

終
了
の
た
め
有
料
と
な
る
。

三
河
湾
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
は
、

有
料
で
あ
る
が
、
加
入
は
強
制

で
は
な
く
個
人
の
選
択
で
あ
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
と
の
関
係

は
、
幸
田
町
だ
け
の
問
題
で
は

な
い
た
め
、
話
し
合
い
は
引
き

続
き
進
め
て
い
く
が
、
無
料
に

つ
い
て
は
非
常
に
む
ず
か
し
い
。

国保税値下げ、減免制度拡充を

平成２１年度以降に減免は考える

問質般一

伊藤宗次 議員

親切な窓口対応

平成20年5月1日 ●9



問

地
方
の
活
性
化
・
自
立
化

の
た
め
に
は
、
人
口
増
加
策
は

必
要
と
考
え
る
。

反
面
、
急
激
な
増
加
は
、
財

政
、
環
境
な
ど
負
の
側
面
も
発

生
す
る
。

�
本
町
の
将
来
展
望
は
、
何

万
人
を
想
定
し
て
い
る
か
。

�
農
地
転
換
に
対
す
る
配
慮

は
。

�
今
後
の
企
業
誘
致
の
考
え

は
。

�
人
口
４
万
人
規
模
で
の
自

立
は
無
理
な
の
か
。

総
務
部
長

�
平
成
２７
年
度

人
口
４
万
人
、
将
来
人
口
５

万
人
を
展
望
し
て
い
る
が
、

４
万
人
は
み
え
て
き
た
。

�
土
地
利
用
計
画
に
基
づ
き

市
街
化
区
域
の
外
ま
わ
り
部

分
に
、
優
良
農
地
を
確
保
し

自
然
と
の
調
和
を
図
っ
て
い

く
。

�
多
く
の
分
野
で
優
良
企
業

を
誘
致
し
、
産
業
空
間
の
創

設
を
推
進
す
る
。

�
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
し

て
、
環
境
や
防
災
に
配
慮
し

新
た
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
抑

え
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

町
長

４
万
人
だ
か
ら
と
い
っ

て
行
政
的
な
違
い
は
な
い
。

更
な
る

窓
口
対
応
の

向
上
を

問

昨
年
４
月
に
役
場
の
組
織

が
再
編
さ
れ
た
。

住
民
目
線
で
の
窓
口
サ
ー
ビ

ス
の
あ
り
方
は
、
常
に
見
直
す

必
要
が
あ
る
。

�
グ
ル
ー
プ
制
移
行
の
自
己

評
価
は
。

�
都
市
公
園
の
維
持
管
理
の

一
元
化
は
。

�
中
央
公
民
館
な
ど
の
利
用

申
込
み
手
続
き
の
合
理
的
な

見
直
し
は
。

住
民
サ
ー
ビ
ス

を
進
め
て
い
く

総
務
部
長

�
役
所
事
務
の

垣
根
を
取
り
払
う
考
え
方
で

グ
ル
ー
プ
制
を
採
用
し
た
。

各
課
の
連
携
で
窓
口
対
応
し

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
進
め
て
い
く
。

建
設
部
長

�
い
ろ
い
ろ
な

補
助
金
で
建
設
し
た
の
で
担

当
課
が
分
か
れ
改
善
も
進
め

て
き
た
。

現
時
点
で
は
、
窓
口
の
一

体
化
は
で
き
な
い
。

通
常
の
維
持
管
理
は
都
市

計
画
課
で
対
応
す
る
。

教
育
部
長

�
運
用
基
準
は

利
用
日
の
１
カ
月
前
か
ら
受

け
付
け
、
利
用
日
の
３
日
前

ま
で
に
申
請
し
許
可
を
し
て

い
る
。

利
用
申
し
込
み
の
開
始
日

を
延
長
す
る
こ
と
は
、
今
後

検
討
し
た
い
。

5
年
先
の
町
の
人
口
は

4
万
人
を
超
す
見
込
み
に

問質般一

発展する幸田町

大嶽 弘 議員
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問

国
道
２３
号
岡
崎
バ
イ
パ
ス

が
開
通
し
４
月
で
１
年
に
な
る
。

こ
の
道
路
が
開
通
し
産
業
界

や
、
地
域
の
方
々
に
さ
ま
ざ
ま

の
か
た
ち
で
、
貢
献
し
重
要
性

が
う
か
が
え
る
。

国
道
２
４
８
号
の
安
形
木
交

差
点
が
閉
鎖
さ
れ
、
今
ま
で
の

人
、
車
の
出
入
り
口
が
変
わ
り

大
き
く
変
化
し
た
。
芦
谷
I.C
付

近
と
芦
谷
ち
び
っ
こ
広
場
の
所

か
ら
東
山
ま
で
の
道
路
整
備
と
、

旧
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
交
差
点

よ
り
、
右
折
左
折
と
も
、
大
型

進
入
禁
止
に
し
て
ほ
し
い
が
町

の
考
え
は
。

建
設
部
長

周
辺
土
地
利
用
の

た
め
に
は
拡
幅
改
善
が
、
ぜ
ひ

と
も
必
要
な
道
路
と
考
え
て
い

る
。
児
童
の
通
学
路
で
も
あ
り
、

事
業
計
画
の
優
先
順
位
と
計
画

内
容
を
含
め
、
早
期
実
施
に
向

け
協
議
す
る
。

芦
谷
I.C
西
交
差
点
の
防
護
柵

は
、
西
三
河
建
設
事
務
所
に
見

通
し
の
よ
い
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
に

て
早
期
の
修
繕
を
お
願
い
し
て

い
る
。

「
大
型
車
は
通
り
抜
け
で
き

ま
せ
ん
」
と
い
う
看
板
を
立
て

て
い
る
。
ま
た
公
安
委
員
会
の

規
制
は
警
察
と
調
整
を
と
り
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

幸
田
駅
橋
上
化
と

快
速
の
停
車

回
数
増
を

問

快
速
を
利
用
す
る
と
名
古

屋
ま
で
３８
分
位
で
到
着
し
、
非

常
に
便
利
で
名
古
屋
が
近
く
に

感
じ
る
所
で
あ
る
。

便
利
な
快
速
電
車
の
、
停
車

回
数
を
増
や
す
働
き
か
け
を
。

ま
た
幸
田
駅
は
明
治
４１
年
９

月
１１
日
に
開
業
し
、
今
年
で
満

百
年
と
な
り
、
節
目
の
年
で
あ

る
。
こ
の
年
に
、
駅
の
橋
上
化

と
駅
西
の
開
発
を
一
体
で
ぜ
ひ

計
画
を
。
町
の
考
え
は
。

駅
西
開
発
は
、
高
級
品
を
扱

う
今
ま
で
幸
田
に
な
い
商
業
施

設
を
誘
致
し
、
人
の
流
れ
を
取

り
戻
し
て
ほ
し
い
。

駅
西
の

市
街
化
と

合
わ
せ
て
進
め
る

総
務
部
長

快
速
は
現
在
、
下

り
で
１６
本
、
上
り
で
１８
本
が
停

車
を
し
て
い
る
。
利
用
客
数
だ

け
で
な
く
ダ
イ
ヤ
の
総
合
的
な

判
断
で
定
め
ら
れ
る
た
め
、
難

し
い
面
も
あ
る
が
、
引
き
続
き

要
望
し
て
い
く
。

町
長

東
西
連
絡
路
を
自
由
通

路
で
結
ぶ
橋
上
立
体
化
は
、
駅

西
の
市
街
化
の
進
展
と
合
わ
せ

て
進
め
て
い
き
た
い
。

総
務
部
長

駅
に
近
い
と
い
う

特
性
を
利
用
し
、
商
業
系
の
施

設
や
環
境
を
考
慮
し
た
住
宅
地

も
考
え
て
い
く
。

町
長

町
の
玄
関
で
あ
る
商
店

街
の
に
ぎ
わ
い
は
極
め
て
大
事

で
あ
る
。

芦谷I.C付近の道路整備を

早期実施に向け協議していく

問質般一

夏目一成 議員

整備が待たれる芦谷I.C付近
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問

児
童
・
生
徒
の
教
育
行
政

を
問
う
。

�
普
通
学
級
で
知
的
な
遅
れ

は
な
い
が
、
行
動
面
な
ど
で

著
し
い
困
難
を
示
す
児
童
・

生
徒
が
増
え
て
い
る
。
支
援

充
実
の
た
め
、
各
学
校
へ
の

特
別
支
援
教
育
支
援
員
と
心

理
判
定
員
の
配
置
を
。

�
外
国
の
子
ど
も
た
ち
が
、

３
小
学
校
、
２
中
学
校
で
合

計
３０
人
学
ん
で
い
る
。
日
本

語
指
導
教
諭
の
配
置
と
、
保

護
者
へ
の
通
訳
や
相
談
窓
口

の
充
実
を
。

�
発
達
障
害
児
童
・
生
徒
の

親
の
会
「
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
の

相
談
窓
口
の
充
実
と
、
活
動

場
所
の
提
供
を
。

教
育
長

�
平
成
１９
年
度
は
、

町
単
独
で
通
級
指
導
員
の
教

師
を
２
名
採
用
し
、
３
校
に

配
置
し
て
い
る
。
年
度
途
中

で
あ
り
、
課
題
を
検
討
す
る
。

心
理
判
定
員
の
資
格
を
持

つ
教
員
は
い
な
い
が
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
で
の

相
談
や
専
門
機
関
に
も
依
頼

し
て
い
る
。

�
増
加
す
る
外
国
籍
の
児

童
・
生
徒
の
た
め
、
新
年
度

よ
り
日
本
語
対
応
教
員
を
１

名
配
置
す
る
。
保
護
者
の
相

談
に
も
応
じ
て
い
く
。

�
教
育
相
談
室
や
特
別
支
援

教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

相
談
や
助
言
を
行
っ
て
い
く
。

活
動
場
所
は
、
事
業
趣
旨
に

沿
っ
た
申
し
込
み
で
、
中
央

公
民
館
、
地
域
の
公
民
館
な

ど
で
利
用
が
可
能
に
な
る
。

安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り

条
例
を

問

町
内
の
平
成
１９
年
の
空
き

巣
、
忍
び
込
み
、
自
動
車
盗
な

ど
の
犯
罪
は
、
４
４
９
件
、
不

審
者
情
報
は
３４
件
発
生
し
て
い

る
。
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
条
例
を
制
定
し
て
、
防
犯
に

強
い
ま
ち
に
。

災
害
発
生
時
に
は
、
公
的
支

援
が
来
る
ま
で
、
地
域
住
民
が
、

自
助
、
共
助
の
活
動
が
必
要
で

あ
る
。

県
で
は
、
１９
年
度
よ
り
、
地

域
密
着
型
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
育

成
す
る
市
町
村
を
支
援
し
て
い

る
。
本
町
が
主
体
と
な
っ
て
防

災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
。

避
難
所
で
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
守
る
間
仕
切
り
セ
ッ
ト
の
備

蓄
を
。要

綱
で

責
務
を
明
確
に

し
て
い
る

総
務
部
長

平
成
１８
年
１０
月
に

「
幸
田
町
安
全
・
安
心
な
町
づ

く
り
要
綱
」
を
制
定
し
、
町
、

町
民
、
事
業
者
の
責
務
を
明
確

に
し
て
い
る
。
十
分
な
機
能
を

し
て
い
る
。

地
域
防
災
組
織
の
防
災
力
向

上
の
た
め
、
県
の
制
度
を
利
用

し
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
計

画
を
し
て
い
く
。

間
仕
切
り
セ
ッ
ト
は
、
深

溝
・
中
央
・
坂
崎
小
学
校
に
設

置
し
て
お
り
、
順
次
他
の
避
難

所
に
も
配
置
し
て
い
く
。

特
別
支
援
教
育
の
充
実
を

指
導
の
成
果
、
課
題
を
把
握
し
検
討
す
る

問質般一

深溝小学校の授業風景

水野千代子 議員
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問

国
道
２３
号
岡
崎
バ
イ
パ
ス

の
開
通
で
車
の
通
行
量
が
増
大

し
、
旧
２３
号
お
よ
び
周
辺
の
ア

ク
セ
ス
道
路
が
大
変
混
雑
し
、

危
険
で
あ
る
。

安
全
対
策
を
問
う
。

�
通
学
の
安
全
対
策
と
し
て

須
美
・
桐
山
・
上
六
栗
の
低

学
年
児
童
の
バ
ス
下
校
を
週

３
回
を
週
５
回
に
拡
大
で
き

な
い
か
。

�
上
六
栗
住
民
広
場
前
の
交

差
点
改
良
工
事
お
よ
び
信
号

機
設
置
の
完
了
は
。

�
上
六
栗
地
内
蒲
郡
碧
南
線

の
拡
幅
工
事
計
画
は
。

教
育
部
長

�
バ
ス
の
運
行

ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
の
変
更
は
、

困
難
で
あ
る
。

１
回
は
全
校
一
斉
下
校
で

あ
る
た
め
、
残
る
１
回
を
、

学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
変

更
し
、
バ
ス
運
行
ダ
イ
ヤ
に

合
わ
せ
て
、
バ
ス
下
校
も
考

え
ら
れ
る
。
今
後
、
交
通
安

全
・
防
犯
の
両
面
で
、
通
学

路
の
変
更
も
含
め
、
検
討
し

て
い
く
。

建
設
部
長

�
改
良
工
事
は

実
施
中
で
、
一
部
が
年
度
を

ま
た
ぐ
繰
越
工
事
と
な
る
。

信
号
機
は
、
３
月
末
に
設
置

す
る
。

�
地
元
の
ご
理
解
を
得
て
、

県
へ
、
引
き
続
き
整
備
を
要

請
し
て
い
く
。

市
町
村
合
併
の

考
え
は

問

平
成
７
年
の
愛
知
県
下
の

自
治
体
８８
市
町
村
が
、
平
成
の

大
合
併
に
よ
り
現
在
６１
市
町
村

に
な
っ
て
い
る
。

現
在
合
併
の
検
討
が
さ
れ
て

い
る
自
治
体
・
単
独
で
市
政
を

め
ざ
す
自
治
体
も
あ
る
。

こ
の
問
題
は
町
民
が
大
変
関

心
を
も
っ
て
い
る
。
行
政
も
議

会
も
真
剣
に
取
組
み
民
意
を
反

映
し
、
合
併
す
る
の
か
、
単
独

自
治
体
を
め
ざ
す
の
か
町
長
の

考
え
を
問
う
。

今
、

直
ち
に
は
な
い

町
長

平
成
１５
年
、
時
期
尚
早

と
し
て
合
併
を
先
送
り
し
た
。

そ
の
後
、
各
学
区
懇
談
会
で
報

告
し
、
第
５
次
総
合
計
画
で
は
、

自
立
し
た
町
へ
の
ス
テ
ッ
プ
と

し
て
、
人
口
４
万
、
５
万
人
を

め
ざ
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
明
確

に
し
て
い
る
。

人
口
も
、
毎
年
８
０
０
人
か

ら
１
０
０
０
人
は
伸
び
て
お
り
、

５
万
人
も
遠
く
は
な
い
と
考
え

る
。合

併
は
、
今
直
ち
に
は
な
い
。

し
か
し
、
地
方
分
権
社
会
、
道

州
制
を
考
え
た
時
は
、
近
隣
市

町
と
広
域
連
携
を
す
る
ま
ち
ぐ

づ
く
り
は
探
っ
て
い
く
。

選
択
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と

決
め
て
い
く
。

バス下校の拡大を

通学路の変更も含め検討する

問質般一

杉浦 務 議員

新１年生 はじめてのバス下校（豊坂小学校）
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問

幸
田
町
教
育
委
員
会
は
全

国
学
力
テ
ス
ト
の
参
加
を
決
め

た
が
、
昨
年
の
結
果
は
ど
う

だ
っ
た
の
か
。

愛
知
県
は
、
昨
年
の
学
力
テ

ス
ト
の
結
果
を
分
析
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
独
自
に
開
発
。

学
校
や
教
師
ご
と
に
担
当
す

る
児
童
・
生
徒
の
傾
向
を
把
握

し
、
授
業
の
改
善
に
活
か
す
の

が
目
的
で
学
校
に
配
布
し
た
。

こ
れ
で
は
、
ま
す
ま
す
学
校

の
序
列
化
や
子
ど
も
達
の
競
争

の
激
化
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

�
昨
年
の
学
力
テ
ス
ト
の
結

果
、
子
ど
も
に
与
え
た
影
響
。

�
学
力
テ
ス
ト
の
中
止
を
求

め
、
不
参
加
を
。

�
習
熟
度
別
学
習
で
は
な
く

少
人
数
学
級
の
取
り
組
み
を
。

教
育
長

�
全
体
と
し
て

小
・
中
学
校
と
も
に
学
習
内

容
の
理
解
の
定
着
が
は
か
ら

れ
て
お
り
、
少
人
数
指
導
の

成
果
も
表
れ
て
い
る
。
児

童
・
生
徒
は
先
生
か
ら
指

導
・
助
言
を
う
け
、
学
習
へ

の
意
欲
が
高
め
ら
れ
た
。

�
平
成
２０
年
度
も
参
加
す
る
。

教
育
施
策
や
指
導
の
成
果
と

課
題
が
把
握
で
き
、
改
善
に

役
立
て
る
こ
と
が
期
待
で
き

る
。
ま
た
数
年
に
わ
た
り
参

加
す
る
こ
と
で
、
よ
り
確
か

な
検
証
と
改
善
が
可
能
と
考

え
る
。

�
す
べ
て
習
熟
度
に
よ
る
グ

ル
ー
プ
編
成
を
し
て
い
る
の

で
は
な
く
、
本
人
の
希
望
、

保
護
者
の
理
解
を
得
な
が
ら

実
施
し
て
い
る
。

地
産
地
消
で

食
の
安
全
を

問

中
国
の
毒
入
り
冷
凍
餃
子

事
件
は
、
食
の
安
全
を
脅
か
し

て
い
る
。

加
工
食
品
や
食
品
添
加
物
、

残
留
農
薬
の
心
配
な
ど
は
、
子

ど
も
達
の
発
達
に
も
影
響
す
る

も
の
で
あ
り
、
食
料
の
自
給
率

ア
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
る
。

�
学
校
給
食
で
、
輸
入
食
材

な
ど
の
使
用
実
態
は
。

�
食
の
安
全
は
、
生
産
者
の

顔
が
み
え
る
農
産
物
が
一
番

で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

つ
く
り
、
計
画
生
産
で
年
間

出
荷
量
を
確
保
す
る
な
ど
地

産
地
消
の
促
進
を
。

�
ア
レ
ル
ギ
ー
食
の
取
り
組

み
を
。

一
品
で
も
多
く

取
り
入
れ
る

教
育
部
長

�
野
菜
な
ど
の

輸
入
農
産
品
は
、
以
前
よ
り

使
用
し
て
い
な
い
。
加
工
品
、

冷
凍
食
品
は
使
用
を
や
め
、

国
産
品
に
切
り
替
え
る
。

環
境
経
済
部
長

�
関
係
機

関
と
協
議
し
、
地
域
農
産
物

を
給
食
食
材
と
し
て
一
品
で

も
多
く
取
り
入
れ
、
食
育
推

進
計
画
に
盛
り
込
ん
で
い
く
。

健
康
福
祉
部
長

�
必
要
な

設
備
、
調
理
体
制
の
問
題
が

あ
り
、
先
進
地
の
視
察
を
す

る
な
ど
、
今
後
の
研
究
課
題

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

子
ど
も
た
ち
に
ゆ
き
届
い
た
教
育
を

き
め
細
か
な
指
導
の
充
実
を
は
か
る

問質般一

丸山千代子 議員

生産者の顔がみえる地産地消
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平
成
１８
年
１２
月
定
例
会

足
立
嘉
之
議
員

小
中
学
校
の
、
パ
ソ
コ
ン
授
業

に
、
電
子
黒
板
の
導
入
を
。

電
子
黒
板
は
、「
わ
か
る
授
業
」

に
結
び
つ
け
る
有
効
な
手
段
と

考
え
る
。
学
習
指
導
方
法
が
多

様
化
し
て
い
る
た
め
、
１
台
の

購
入
を
計
画
し
た
い
。

平
成
１９
年
度
、
幸
田
小
学
校
、

荻
谷
小
学
校
に
導
入
し
た
。

動
画
や
図
の
移
動
等
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
教
師

は
説
明
し
や
す
く
、
児
童
生
徒

も
わ
か
り
や
す
い
と
好
評
。

教
室
・
特
別
教
室
・
体
育
館

等
で
使
用
し
て
い
る
。（
２
台

分
３１
万
円
）

平
成
１９
年
９
月
定
例
会

酒
向
弘
康
議
員

幸
田
町
の
総
犯
罪
発
生
件
数
は
、

増
加
傾
向
で
あ
り
、
特
に
「
車

上
狙
い
」
が
多
く
発
生
し
て
い

る
。
防
犯
に
効
果
が
あ
る
と
い

わ
れ
る
「
青
色
防
犯
灯
」
の
設

置
は
。

全
国
的
に
設
置
が
進
ん
で
お
り
、

町
で
も
試
験
的
に
設
置
を
し
、

そ
の
効
果
を
み
て
い
き
た
い
。

平
成
２０
年
３
月
、
桜
坂
区
で

１１
基
設
置
し
た
。

今
後
、
地
域
の
意
見
を
い
た

だ
き
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、

方
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。 防犯効果が期待される

電子黒板で授業
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町
民
の
努
力
で

死
亡
事
故
ゼ
ロ
達
成

総 務

２
月
２２
日
協
議
会
開
催

交
通
・
防
犯
・
防
災

Q
平
成
１９
年
中
の
死
亡
事
故

ゼ
ロ
は
、
啓
発
活
動
の
成
果

と
思
う
。
そ
の
認
識
だ
け
で

よ
い
の
か
。

A
学
区
単
位
で
交
通
安
全
総

点
検
を
実
施
し
、
交
通
安
全

指
導
を
し
て
い
く
。

Q
交
通
安
全
の
分
野
で
、
他

の
部
署
と
の
連
携
は
ど
の
よ

う
に
取
っ
て
い
る
か
。

A
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
教
育
委
員
会
・

行
政
・
警
察
と
連
携
し
て
い

く
。

Q
犯
罪
の
関
係
で
、
自
転
車

盗
が
幸
田
学
区
に
集
中
し
て

い
る
。
特
徴
的
な
問
題
が
あ

る
か
。

A
細
か
い
把
握
は
し
て
い
な

い
。
今
後
、
調
査
し
た
い
。

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
事
業

Q
総
事
業
費
１
２
５
３
万
円

の
内
、
町
費
２
２
０
万
円
を

あ
て
て
い
る
が
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
青
年
の
受
け
入
れ
事
業
は

ど
れ
だ
け
か
。

A
全
額
交
付
金
で
対
応
す
る

も
の
で
、
町
費
は
多
文
化
共

生
事
業
に
使
う
も
の
で
す
。

Q
外
国
籍
町
民
会
議
で
は
、

ど
の
よ
う
な
意
見
が
あ
っ
た

の
か
。

A
住
み
や
す
い
と
い
う
意
見

を
い
た
だ
い
た
が
、
広
報
紙

が
読
め
な
い
た
め
に
、
行
政

情
報
が
入
り
に
く
い
と
の
意

見
も
あ
っ
た
。

２
月
２１
日
協
議
会
開
催

原
油
の
高
騰
で
、
施
設
園
芸

農
家
の
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
。

平
成
２０
年
度
に
限
り
、
原
油
高

騰
の
幅
に
応
じ
燃
料
費
補
助
を

実
施
す
る
。

○
基
準
価
格

平
成
１８
年
１０
月

か
ら
平
成
１９
年
３
月
の
平
均

価
格

○
補
填
対
象

平
成
２０
年
度
中

に
使
用
し
た
重
油
、
灯
油

○
支
援
額
を
新
年
度
予
算
で
５０

万
円
を
計
上
。

Q
農
家
の
年
間
使
用
量
は
。

A
平
成
１８
年
度
は
Ａ
重
油
４６

万
�
、
灯
油
３.３
万
�
を
使
用
。

Q
５０
万
円
の
限
度
額
で
は
、

１
�
当
り
１
円
相
当
の
補
助

で
あ
ま
り
に
も
少
な
い
。
補

助
率
の
引
き
上
げ
を
。

A
営
農
意
欲
を
欠
い
て
は
な

ら
な
い
が
、
農
家
を
見
守
る

気
持
ち
で
支
援
す
る
も
の
。

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
目
的

Q
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
ど
う

い
う
も
の
か
。

A
安
全
で
良
質
な
水
道
水
を

将
来
に
わ
た
り
安
定
供
給
す

る
た
め
の
基
本
計
画
を
定
め

る
。

Q
水
道
料
金
は
ど
う
な
る
の

か
。

A
計
画
に
は
水
道
料
金
の
値

上
げ
は
予
定
し
て
い
な
い
。

産業建設

温度管理が大変です

原油高騰に対する
農家支援

事故が心配される桐山交差点
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保
育
所
入
所
の

児
童
数
増
加

文教福祉

２
月
１４
日
協
議
会
開
催

Q
坂
崎
１８
人
、
わ
し
だ
７
人
、

豊
坂
１７
人
と
各
保
育
園
の
入

所
児
童
が
増
え
て
い
る
が
、

そ
の
要
因
は
。

A
若
い
世
代
の
定
住
人
口
の

増
加
と
考
え
る
。

Q
里
保
育
園
の
入
所
率
は
低

い
が
。

A
延
長
保
育
を
実
施
し
て
い

な
い
こ
と
が
、
要
因
の
一
つ

と
考
え
る
。
今
後
、
乳
幼
児

専
門
の
保
育
園
な
ど
も
視
野

に
入
れ
、
入
所
率
の
向
上
に

努
め
て
い
く
。

難
病
患
者
へ

見
舞
金
が
支
給
さ
れ
る

患
者
は
、
年
に
１
、
２
回
医

師
の
診
断
書
を
取
り
、
保
健
所

へ
公
費
負
担
医
療
の
申
請
を
す

る
。
そ
の
見
舞
金
と
し
て
支
給

さ
れ
る
。

Q
対
象
者
の
条
件
と
人
数
は
。

A
町
内
に
１
年
以
上
在
住
し
、

県
知
事
か
ら
、
特
定
疾
患
医

療
給
付
の
受
給
者
票
を
受
け

て
い
る
人
。
約
１
２
０
人
い

る
。

Q
手
続
き
は
ど
う
す
る
の
か
。

A
受
給
者
票
の
写
し
と
、
申

請
書
を
福
祉
課
窓
口
へ
。

Q
見
舞
金
額
は
。

A
１
人
年
額
１
万
円
。

Q
制
度
の
開
始
は
。

A
平
成
２０
年
４
月
１
日
か
ら
。

議
会
だ
よ
り
１
２
４
号

が
、
第
２２
回
町
村
議
会
広

報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
、

２
年
連
続
４
回
目
の
奨
励

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

町
民
に
親
し
ま
れ
、
愛

さ
れ
る
広
報
紙
を
め
ざ
し
、

新
た
に
子
ど
も
た
ち
の

「
目
線
」
と
、「
そ
の
時

議
会
は
」
を
シ
リ
ー
ズ
で

取
り
組
み
、
住
民
参
加
の

紙
面
づ
く
り
に
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。
応
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

伊伊藤藤宗宗次次議議員員自自治治功功労労表表彰彰
去る２月６日、全国町村議会議長会

から、自治功労表彰が伊藤宗次議員に

贈られました。

この表彰は、議員として２７年以上に

わたり、議員活動を通じて、地域の振

興発展と住民福祉向上に寄与した功績

に対して贈られるものです。

伊藤議員は、昭和５０年４月に当選さ

れ、特別委員長、副議長の要職を歴任

されてきました。

全全国国ココンンククーールルでで22年年連連続続
44回回目目のの奨奨励励賞賞をを受受賞賞

喜びの入園式（深溝保育園）

平成20年5月1日 ●17



広広
田田
かか
らら
幸幸
田田

１
９
０
８
（
明
治
４１
）
年
１１
月
１
日
、「
幸
田
」
と
い
う
地
名
が

誕
生
し
て
今
年
で
満
１
０
０
歳
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
、「
こ

う
た
」
の
歴
史
を
議
会
の
記
録
な
ど
に
よ
り
、
振
り
返
っ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

１
９
０
８
（
明
治
４１
）
年
９
月
１１
日
、
東
海
道
本
線
「
幸
田
駅
」

が
開
業
し
ま
し
た
。

当
時
、
芦
谷
信
号
所
と
し
て
開
業
し
て
い
ま
し
た
が
、
駅
に
昇
格

す
る
こ
と
に
伴
い
、
駅
名
を
村
名
の
「
広
田
」
と
す
る
こ
と
を
鉄
道

庁
に
申
請
し
ま
し
た
が
、
当
時
の
鉄
道
庁
所
轄
の
駅
と
し
て
、
す
で

に
東
北
地
方
に
広
田
駅
と
い
う
の
が
あ
り
、
そ
れ
と
の
混
同
を
避
け

る
た
め
同
音
異
字
の
「
幸
田
」
と
い
う
名
が
つ
け
ら
れ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
鉄
道
の
駅
名
と
村
名
が
違
っ
て
い
た
の
で
は
、

社
会
的
に
誤
解
を
招
き
、
か
つ
幸
田
と
い
う
字
が
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ

と
し
て
、
当
時
の
村
民
か
ら
好
感
を
も
っ
て
受
け
と
ら
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
村
名
を
幸
田
に
改
め
た
方
が
良
い
と
い
う
機
運
が
起
こ
り
ま

し
た
。
こ
う
し
て
広
田
村
は
、
幸
田
駅
開
業
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し

て
「
幸
田
村
」
に
村
名
を
変
更
し
た
も
の
で
す
。

開業数年後の幸田駅前付近

（特集記事の写真は、足立とし様にご協力をいただきました。）

明治４１年 幸田駅の開業式典のようす

駅前再開発事業に
取り組んでいる現在の幸田駅

18● 平成20年5月1日



合合
併併村村

議議
会会
でで
はは
否否
決決

広
田
村
は
、
１
９
０
６
（
明
治
３９
）
年
に
坂
崎
・
相
見
・
深
溝
の

３
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
て
い
ま
す
。
当
時
の
村
議
会
議
事
録
や
意

見
書
を
見
る
と
、
深
溝
村
の
合
併
に
関
す
る
意
見
で
は
、
村
会
に
お

い
て
は
否
決
を
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
村
長
が
是
な
り
と

答
申
し
て
お
り
、
い
か
に
当
時
の
村
長
の
権
限
が
大
き
く
、
村
議
会

の
力
が
弱
か
っ
た
か
を
示
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
坂
崎
村

ご

し
も
ん

き
ょ
う
せ
い
し
っ
こ
う

そ
が
ん

み
ち

な
し
こ
れ

の
意
見
書
に
「
御
諮
問
ノ
通
リ
強
制
執
行
サ
レ
又
訴
願
ノ
途
モ
無
之

…
…
云
々
」
と
あ
る
よ
う
に
、
県
の
政
策
と
し
て
上
か
ら
か
な
り
強

制
的
な
合
併
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

（
参
考
資
料：

幸
田
町
議
会
史
よ
り
）

備 考

１９０３（明治３６）年

１９０２（明治３５）年

１９０４（明治３７）年

１９０７（明治４０）年

人口（人）

１，４５４

３，０９５

２，９５５

８，３９１

世帯数（戸）

３０１

６１９

５９１

１，５０１

村名

坂崎村

相見村

深溝村

広田村

合併前

合併後

村名改称のときの村議会の議案と愛知県の告示
明治４１年９月１４日提出された議案の中では、村名の読み方が
「カウタ」（こうた）となっています。

合併当時の広田村役場庁舎

合併前後の村の世帯と人口

告
示
第
三
七
〇
号

額
田
郡
広
田
村
ヲ
明
治
四
十
一
年

十
一
月
一
日
ヨ
リ
、
幸
田
村
ト
改

ム
。

右
明
治
二
十
三
年
法
律
第
七
十
七

号
ニ
依
リ
処
分
ス

明
治
四
十
一
年
十
月
二
十
八
日

愛
知
県
知
事

深

野

一

三
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わが町を思うわが町を思う

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

最
近
、
テ
レ
ビ
で
幸
田
町
の

特
集
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
番
組
で
は
、
商
店
街
に
あ
る

店
の
大
判
焼
き
を
紹
介
し
て
い

て
、
そ
れ
は
見
る
か
ら
に
お
い

し
そ
う
で
し
た
。
僕
が
買
い
物

を
す
る
の
は
大
型
店
や
コ
ン
ビ

ニ
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
そ
ん

な
店
が
こ
ん
な
身
近
に
あ
る
と

は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分

の
住
ん
で
い
る
町
な
の
に
、
知

ら
な
い
所
が
あ
る
こ
と
が
驚
き

で
し
た
。
じ
っ
く
り
町
を
歩
い

て
み
る
と
、
他
に
も
僕
の
気
づ

い
て
い
な
い
す
ば
ら
し
い
所
が

あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

年
々
、
住
宅
地
が
増
加
し
て

き
て
、
幸
田
町
が
活
気
の
あ
る

町
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

僕
自
身
、
幸
田
町
の
良
い
と
こ

ろ
を
も
っ
と
知
り
た
い
し
、
新

し
く
来
た
人
た
ち
に
も
幸
田
町

の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
っ
て
、

幸
田
町
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

私
の
将
来
の
夢
は
、
保
育
士

に
な
る
こ
と
で
す
。

幸
田
町
に
は
、
よ
う
ち
園
や

保
育
園
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
に
は
、
私
が
育
っ
た
よ

う
ち
園
も
あ
り
ま
す
。
私
は
そ

の
よ
う
ち
園
の
先
生
に
な
り
た

い
で
す
。

そ
の
よ
う
ち
園
で
は
、
幸
田

町
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。
私
も
先
生
に

な
っ
た
ら
、
私
が
小
学
校
で
勉

強
し
た
幸
田
町
の
筆
柿
の
こ
と

や
い
ち
ご
の
作
り
方
の
こ
と
な

ど
を
た
く
さ
ん
教
え
て
あ
げ
て
、

楽
し
い
よ
う
ち
園
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

私
が
教
え
た
子
ど
も
た
ち
が
、

明
る
く
楽
し
い
大
人
に
な
っ
て
、

幸
田
町
が
も
っ
と
も
っ
と
明
る

く
楽
し
い
町
に
な
る
と
い
い
で

す
。い

つ
ま
で
も
笑
顔
が
た
え
な

い
、
そ
ん
な
す
て
き
な
町
に

な
っ
て
い
る
と
い
い
な
。

あなたも議会を
傍聴してみませんか

6月定例会、本会議の予定です。

●会期の日程
6月 4日� 開会、議案の説明

5日� 一般質問
6日� 〃
9日� 議案の質疑
17日� 討論、採決、閉会

●場 所 役場5階 議場
●時 間 午前9時から
◎詳しくは議会事務局へ

�63－5151（直通）

編
集
後
記

幸
田
町
議
会
は
、
議
会
活

性
化
を
進
め
る
た
め
、
６
月

定
例
会
よ
り
、
一
般
質
問
の

質
問
方
法
が
、
一
括
ま
た
は

一
問
一
答
か
の
選
択
方
式
へ

と
見
直
し
さ
れ
ま
す
。
あ
わ

せ
て
対
面
で
質
問
を
お
こ
な

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

昨
年
度
は
、
私
た
ち
の
議

会
だ
よ
り
が
、
町
村
議
会
広

報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞

し
、
全
国
の
市
町
か
ら
多
く

の
視
察
が
あ
り
ま
し
た
。
お

互
い
の
議
会
広
報
を
読
み
、

意
見
を
交
換
す
る
中
で
、
自

分
た
ち
の
見
直
す
部
分
が
あ

る
こ
と
も
明
確
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
視
察
の
機
会
を
活

か
し
、
今
後
の
広
報
づ
く
り

に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
愛
読
を
お
願
い
し
ま

す
。

（
水
野
千
代
子
）

幸
田
中
学
校
三
年

さ
か
き

ば
ら

し
げ

ひ
ろ

榊
原
茂
洋
く
ん

幸
田
小
学
校
六
年

ち
ゅ
う

じ
ょ
う

な
な

え

中
條
七
虹
さ
ん

この広報紙は地球にやさしい再生紙を
使用しています。
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